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様式第４号（第 11項関係）  

 

審議会等の会議の記録  

 

審 議 会 等 の 名 称  令和６年度第１回西脇市まちづくり推進審議会  

開 催 日 時  令和６年６月 28日（金）午後７時 00分～９時 00分  

開 催 場 所  西脇市役所  大会議室  

出 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数  

平田富士男会長、藤原悟副会長、松尾憲子委員、  

藤井琢己委員、松山千鈴委員、森川元良委員、  

來住啓子委員、高澤有可里委員、竹内諭委員、  

竹本愛委員、田中美紗子委員、西山桂委員、  

堀井悠次委員  計 13名  

欠 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数  
清水賢一委員  

出 席 職 員 の 職 ・  

氏 名 又 は 人 数  

都市経営部長  渡辺和樹、まちづくり課長  藤原広

三、まちづくり課課長補佐  二若直也、まちづくり

課職員  野村悟史、片岡雪乃  計５名   

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由  ―  

傍聴人の数  １名  

議題又は協議事項  

 

 

 

 

 

 

１・２  開会、市民憲章朗唱  

３  委員委嘱  

４  委員紹介（自己紹介）  

５  概要説明  

６  協議事項  

 ⑴  正副会長の選任について  

 ⑵  部会の設置について  

  ア  部会での決定を審議会の決定とすることに

ついて  

  イ  部会員の指名  

 ⑶  西脇市地区まちづくり実践補助事業及び市民

提案型まちづくり事業について  

 ⑷  年間スケジュールについて  

 ⑸  市民主体のまちづくり活動活性化方策の検討  

（市民主体のまちづくりに関する啓発リーフ

レットの作成）  

７・８  今後の予定について、閉会  
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会議の記録（概要）  

発 言 者  発言内容等  

 

 

 

１・２  開会、市民憲章朗唱  

３  委員委嘱  

４  委員紹介（自己紹介）  

 

事 務 局  

５  概要説明  

  資料１に基づき、西脇市まちづくり推進審議会の役割等に

ついて事務局から説明  

 

 

事 務 局  

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

事 務 局  

 

 

６  協議事項  

 ⑴  正副会長の選任について  

会長及び副会長の選任について、事務局案として会長に  

平田富士男委員、副会長に藤原悟委員を提案し承認された。  

 ⑵  部会の設置について  

  ア  部会での決定を審議会の決定とすることについて  

地区まちづくり実践補助事業と市民提案型まちづくり

事業の企画書の審査は部会を設けて、そのなかで密に審

査をすることとする。部会での審議結果については、審

議会に報告いただき、最終的に審議会の決定とする。  

◇  委員からの異議がなかったため、部会を設置するこ

と、また部会での決定を審議会の決定とすることにつ

いて承認  

  イ  部会員の指名  

審査委員として、以前から審査委員としての経験が豊

富である方や、なるべく審査対象の団体に属さない方な

ど考慮したうえで事務局と相談し提案する。  

○  まちづくり活動審査部会  

委員からの異議がなかったため、藤井琢己委員、藤

原悟委員、來住啓子委員、清水賢一委員の４名で部会

を構成することとする。   

⑶  西脇市地区まちづくり実践補助事業及び市民提案型まち

づくり事業について  

資料２及び資料３に基づき、西脇市地区まちづくり実践

補助事業及び市民提案型まちづくり事業の概要について事

務局から説明  

 ⑷  年間スケジュールについて  

   資料４に基づき、本審議会の年間スケジュールについて

事務局から説明  

   令和６年度における審議事項としては、大きく ２つある。  
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事 務 局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１つ目は参画と協働のまちづくりガイドラインの改訂で

ある。前回の改訂から 10年経過し、現代社会に適合した内

容に改訂する必要があるため、委員の皆さまに協議いただ

きたい。  

２つ目は市民主体のまちづくりに関する啓発リーフレッ

トの作成である。昨年度の協議のなかで、現行の参画と協

働のまちづくりガイドラインは、主に行政や既にまちづく  

り活動に注力されている市民向けの内容が記載されており、  

このガイドラインは引き続き残しておく必要があるが、こ

れとは別に、新しくまちづくり活動を始めることに繋がる

リーフレットが必要であるとご意見をいただいた。  

次に年間スケジュールであるが、今年度の審議会は４回

を予定している。本日の審議会では、市民主体のまちづく

りに関する啓発リーフレットについてご協議いただき、８

月頃に予定している第２回ではリーフレットに関するご協

議をいただくとともに、参画と協働のまちづくりガイドラ

インの改訂に関するご協議をお願いしたい。 10月頃に予定

している第３回では、ガイドラインの改訂を中心にご協議

をいただき、その内容をもとに、 12月頃にパブリックコメ

ントを実施し、ご意見をいただく機会を設けたい。その際

に提出された意見を踏まえ、２月に予定している第４回で

ガイドライン改訂に向け、最終確認をお願いしたい。  

 ⑸  市民主体のまちづくり活動活性化方策の検討  

（市民主体のまちづくりに関する啓発リーフレットの作

成）  

   資料５に基づき、市民主体のまちづくりに関する啓発リ

ーフレットについて事務局から説明  

   これまでの審議内容をふまえ、まちづくり活動に関心を

持っていない方やまちづくり活動に関心はあるが、どう始

めて良いかわからない方に対し、まちづくり活動を始めて

もらうための後押しとなるようなリーフレットを目指して

作成した。  

   まず表紙については、手に取られた際に中身を開けても

らえるよう興味をひくデザインにしている。  

   次に見開きページについては、まちづくり活動を３段階  

に分け、視覚的に分かりやすい階段のようにデザインした。  

   ステップ１は「まちのことを知ってみよう」というテー

マで、西脇市について検索することや地域の行事に参加す
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会 長  

 

委 員  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

委 員  

 

 

 

ることなどを記載している。まちづくり活動の第１歩が地

域のことを知ることであるということを周知したい。  

   ステップ２は「１歩踏み出してやってみよう」というテ

ーマで、地域の活動やまちづくり活動に参加することなど

を記載している。ステップ１に進んだ方に、実際にまちづ

くり活動に参加してもらえるよう、参加の方法について記

載している。  

   ステップ３は「未来づくりはじめてみよう」というテー

マで、課題解決に向けた事業実施やまちづくり活動に関す

る相談窓口について記載している。  

   見開きページのデザインとしては、虹をコンセプトに作

成し、まちづくりのドアを開けて、１歩踏み出すと明るい

未来が待っているという思いを込めている。また、多くの

方に手に取っていただくため、わかりやすい言葉で表記し

ている。  

   最後に裏表紙であるが、まちづくり活動を進めるにあた

り、気になったことについてすぐに調べられるよう、様々

なＱＲコードを掲載している。  

   このリーフレットを手に取った市民が、自身が住む地域

に対し課題意識を持ってもらい、実際にまちづくり活動を

始め、色々な障壁にあったときに市民提案型まちづくり事

業補助金の活用や中間支援団体への相談に繋がればと考え

ている。  

   このリーフレットや事務局からの説明に対し、何か意見

や感想はないか。  

   文言の記載誤りや色合い、イラストの配置などリーフレ

ットの構成について指摘  

   またＱＲコードについては、裏面にまとめて掲載するよ

りも、見開きページの関連箇所に掲載する方が、気になっ

たときにすぐ見られるのではないか。  

   表紙はとても興味を惹かれるが、文章が難しく読みづら

い印象がある。また、ステップ１に自らが情報を取りに行

く媒体（市広報紙やＳＮＳ）の記載があるが、まちづくり

活動に興味が少ない層はハードルが高いのではないか。  

   まちづくり活動に対する興味が少ない方にとっては、自

分の興味がある取組が具体的に紹介されていれば、１歩踏

み出しやすいのではないかと思う。  

   普段からＳＮＳ等を見ていると、西脇市には魅力的なま
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会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

ちづくり活動がたくさんあると感じる。そのような活動を

具体的に記載できれば、その面白さも伝わり、まちづくり

活動を始めるきっかけになるのではないか。  

   そのような情報は、裏面にあるＱＲコードの子育てナビ

や各団体の活動紹介のページに掲載されているのではない

か。活動紹介のページには、アート や子育て、映画上映に

関する活動など市民に身近と感じてもらえる活動が掲載さ

れている。このページを見てもらえるよう、見開きページ

にＱＲコードを掲載するなど工夫が必要である。  

また、ＱＲコードのまとめページを廃止し、見開きペー

ジの関連箇所にＱＲコードを掲載していくとスペースに余

裕が出るので、ステップ３を最終ページとしてはどうか。

見開きページで注目をひき、１歩踏み出してもらって、最

終ページをめくると虹色の未来が待っているという構成 が

良いのかもしれない。  

ＳＮＳを活用している方は、そこで情報を得て活動に参  

加できるが、ＳＮＳを使いこなせていない方も少なくない。  

市の広報や防災無線などで情報を集めて参加している方も

いる。そのような方でも気になった時にすぐに情報にアク

セスできるよう、関連箇所のすぐ横にＱＲコードを掲載し

ている方が良い。それにＱＲコードを並べて掲載していて

も、どれにアクセスしてよいのかわかりにくい。  

また、活動が具体的に伝わるよう写真を掲載したら良い

のではないか。  

市役所目線の内容よりは、市民の具体的な取組がわかる

内容とレイアウトが良い。リーフレットの内容が重く感じ

られてしまうと、その先のステップに進まない。掲載され

ている審議会の傍聴などは必要なことであるが、ステップ

１としては少し重く感じられるかもしれない。まちのこと

を知ってみようというのは、様々な市民が様々な活動をし

ていることを伝えることから始めた方が良いのかもしれな

い。次のステップに進んでもらうにはどのような情報を提  

供すべきかを意識して、掲載内容を考えていくべきである。  

このリーフレットの内容は、既にまちづくり活動に興味

がある方向けの内容だと感じた。まちづくり活動に興味の

少ない層に対しては、まちづくり活動に参加することで、

どのような変化や成長に繋がるかを示すことができれば良

いのではないか。  
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会 長  

 

 

 

 

 

委 員  

 

委 員  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

   まちづくり活動に興味のない 方々には、まず表紙で興味

をひく必要があるため、もう少し表紙に工夫が必要で はな

いか。また興味があるが、どのように始めて良いかわから

ないという方々には、見開きのページで掲載する活動が身

近な活動であることを感じてもらえるような内容にすべき

である。  

選挙もまちづくり活動の大前提であり、大事なことであ

ると思うため、選挙に関する項目を入れてはどうか。  

ＱＲコードは一覧で掲載するのではなく、関連箇所にそ

れぞれ掲載するほうがわかりやすい。  

   また、まちづくり活動に興味がない方に対し、まちのこ

とを知る方策を示すよりは、まちづくり活動の具体的な内

容を示したほうが手に取りやすいのではないか。  

手に取りたくなるデザインの表紙だと思う。構成はそれ

ぞれ１ページごとに、ステップ１～３を掲載し、そのなか

にＱＲコードを配置すべきではないか。せっかく絵本のよ

うなデザインの表紙になっているので、実際の活動写真な

どを使いながら、中身も絵本のようなデザインにしては。  

表紙のデザインはとても開きたくなる。しかし、中を開

くと文字が多く読みづらいため、キーワードのみの記載や

箇条書きにすると目に入ってきやすいのではないか。事務  

局はすべてを網羅しようと記載されているかと思うが、  

かえって見にくさに繋がっている。 まちづくり活動の具体

例がないと活動をイメージしづらく、ＱＲコードにアクセ

スするハードルが高くなってしまっている。  

まちづくり活動を具体的に伝えるということだが、必ず

しも写真を掲載するということではなく、具体的な例示を

記載する方法も良いのではないか。また、見開きページに

審議会の傍聴やパブリックコメントの記載があるが、一般

的な市民にとってはわかりにくい言葉かと思うので、補足  

説明や例示などを加えることでイメージがわきやすくなる。  

参画と協働という言葉も、以前から言われ続けており、市

民に浸透させていかなければならないものであるので、少

しわかりやすい表現に変更して記載しては。  

市民に内容を理解してもらえるよう、わかりやすい文章

や表現にすることは重要である。  

また、まちづくり活動の具体例の掲載について市民に各

団体の活動紹介ページへアクセスしてもらうことを狙いと
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副 会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

し、リーフレット上では子育て支援など一般名詞での説明

にすれば良いのではないか。  

現在の参画と協働のまちづくりガイドラインは、自治会

活動やまちづくり活動を行ってきた人向けのバイブル的な

内容であった。それはその形式で残し、まちづくり活動に

興味のない方にもわかりやすいものを新たに作るべきとい

うことで始まったのではないか。本日の協議のなかで、Ｑ

Ｒコードの話など委員から色々な意見がでたが、情報を知

りたい人にはたくさんの情報を届けることを目標に、興味

のない人には、情報の詳細が届かなくても良いのではない

か。多くの情報を知ってもらうには 、このリーフレットに

トピックスのみを記載し、詳細はＱＲコードのリンク先で

確認してもらえば良いのではないか。  

   また、写真はそのフレーム内の光景しか見えてこないが、  

イラストであればその周囲も含めた光景がイメージできる

と考えている。  

表紙に関して、とても目を引いて興味が沸き、良いイラ

ストである。  

内容に関して、私自身も西脇市に引っ越してきた際に、

まちのことを知ろうとホームページを見たり、色々調べて

いたりしていたが、ステップ２の一歩を踏み出すことが、

なかなかできなかった。活動への参加を促すためには、具

体的な活動が記載されているほうが１歩踏み出しやすいと

感じる。  

ＱＲコードのリンク先である活動紹介のページであるが、  

すべてＰＤＦの貼り付けであるため、開かないとわからな

い。ページ内で活動のキャッチフレーズや活動内容を紹介

し、ＰＤＦを開いてみたくなる構成が良いのでは。  

今回は初回協議ということで、パンフレット案に対して

いろいろと意見を述べてもらった。その意見を踏まえ修正

したものを事務局から提案いただき、次回以降、再度協議

いただきたい。  

本日は時間の関係もあるのでここまでとするが、他にも

意見があれば事務局に伝えてほしい。具体的な修正のアイ

デアも伝えて頂くとよりありがたい。  

 

事 務 局  

７・８  今後の予定について、閉会  

今後の予定について説明  

問合せ先   都市経営部まちづくり課  

 


